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 事務所通信 
 

 

ニュースから考える  

 

6月２３日、英国で行われた欧州連合（ＥＵ）に対

する国民投票の結果、５１．９％との僅差ですがＥＵ

離脱という歴史的な決断が確定しました。 

世界中の期待と違う決断がなされた背景には「英

国民の移民への反感、主権

を取り戻すという高揚感、EU

に税金が吸い取られるという

不公平感、英国外のEUの

官僚によって政策が決めら

れる剥奪感。」などがあげら

れています。  

 人やモノ・サービスの自由

化を原則とするＥＵに属するかぎりＥＵ圏内の人の

排除は出来ません。実際、英国での2015年の純移

民の増が33万人にもなり英語が通じ失業率も低く、

EU圏内の労働者から見ると魅力的な国です。 

投票者の傾向は・・ 

残留派＝高い教育を受けた人、グローバル化の

恩恵を受ける人、国際的な経験が豊富な人、一

定の高収入がある人、若者層。 

離脱派＝労働者階級の一部、それほど教育程度

の高くない人、グローバル化の恩恵を受けない人、

一部の高齢者。 

・・と言われています。 

 今後、英国が良くなるのか否かは分りませんが・・

英国のネット上では「16、17歳の声は聞いてもらえな

かった・・高齢者の投票が私たちの残りの人生を決

めるなんて・・」との叫び声があるようです。若者から

するとEU離脱で未来が奪われたと感じているので

しょう。 

 

1分でわかる業務カイゼン 

 

現状への不満 

口癖で「世の中が悪い」と言う人がいます。もちろ

ん、その人は現状に不満があるのでしょう・・。一方、

私たちが日ごろ接する多くの経営者は「今」をどう

改善し、将来どうなりたいかを口にします。つまり、

環境が如何に悪くとも現状を変える努力をしている

のです。 

最 近 、 厄 介 な 事 に

Facebookなるものが普及して

おります・・。楽しい話、微笑ま

しい話がある一方、何かへの

批判等々を毎回載せる人が

います。選挙活動なのか・・憂

さ晴らしなのか・・いずれにしても無理やり読まされ

て気持ちの良いものではありません。イギリス国民

もただの憂さ晴らしで離脱に票を入れたのであれ

ば論外・・アメリカでも大統領選で似たような有り

様・・憂さ晴らしのツケは結局、自分たちで支払わ

なければなりません。 

 

格差社会 

 今回、騒動を巻き起こしたイギリスでは、「労働者

階級」と、「中流階級」、「資本家階級」などの階級

制度があるようです。 

私たちには想像もつきませんが・・着ている服や

発音だけで出身・階級が分かるそうで「労働者階

級から成功するにはサッカー選手かミュージシャン

になるしかない」というジョークがあるくらい格差が

大きいのでしょう。 
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しかし、今回のＥＵ離脱で彼らは自らの階級を乗

り越えるというチャンスを失ったのかも知れません。

一晩明けて、悪夢から目が覚めたのか・・ＥＵ離脱

の副作用などが投票後ネット検索の上位に来てい

るようです。「自分たちの一票がどのような結果を

招くか考えなかったのでは」との報道もあります。 

 

日本は格差社会か？ 

我が国を振返って見ましょう・・東大生の親の年

収が高いとのデータがあるように・・確かに子供の

学力（学歴）と親の経済力との因果関係はあるよう

です。ただ、持家か・・借家か・・程度の差はあった

としても一般的には政治家や財閥などの特別なケ

ースを除いて階級の承継という制度は我が国には

存在しないように思います。 

私の経験でも普通（労働

者階級？）の家で育った

人が立派な経営者に

なり世の中で活躍して

います。学歴や出身

地、親の経済力に関

係なく事業を成功させる

ことが可能な日本に生まれて本当に良かったと思

います。 

 「世の中が悪い」を口癖にするのではなく「自

分は恵まれている」、「目の前にチャンスが転がっ

ている」、「あともう少しだ！ 頑張ろう」そう思える人

たちと一緒に仕事をしたい・・そう願っています。 

 

 

会社の健康診断として経営分析を行っていますので担当者にお尋ね下さい。また、

お知り合いの経営者でお悩みの方がおられましたらお気軽にご相談ください。 

 

今月の経営数値 ：現金預金 ≒ 資本金 （目標にしましょう！） 

 

今月のことば 

 

ダメだと言うなら、それよりいい案を出しなさい 

   田中 角栄 

 

 
編集後記： 

「○○しなければ良かった・・・」が口癖の経営者がいます（いました）。業績も芳しくないので消費者から預

かっているので貯めているはずの消費税の納付書を渡しただけで政府や世の中への批判が始まります。 

思い起こせば・・そういう人に限って会社設立前は「これからは○○が伸びる！」と力説していたものです。

自分が貢献できる事業で起業すべきで、自分が儲かる予定の事業を選んだ・・それが間違いですよね。（寿） 

 

当事務所のお客様の最近の黒字決算割合（ＴＫＣが証明するデータを使用しています） 

最近1年間：72.2％  
（国税局の発表によると法人の黒字割合は33.6％（26年4月～27年3月）です） 

 

事務所からのお知らせ 


